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図 1 : 7:2､ N=6× 102 の パ ター ンを 16個 重 ね､ 各 octantを 1カ所 に 重 ね て再 び 展
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図 2 :正 方 格 子 上 で 表 面 拡 散 を考 慮 した場 合 O 上 か らそ れ ぞ れ 1)汁-N site の み
2)N-N site に 移 動 で きな い と き N-N-N siteへ 3)- site. Ⅳ-… site
両 方 ､ の移 動 の 仕 方 に対 応 して い る. 横 軸 は logβ,. β,=1の と きは
ordinary-DLA に一 致 す る｡
15.DLAと結晶成長
































































図2, 3, 4にTn -1のシミニレーション結果を示す｡図2(a)(C)(e)はT -1,図2(b)(d)(f)は
7-200の約 1000×1000のパターンである｡低温極限r-0の図2(a)(b)は,表面拡散粒亘が
最近按格子にしかホッピングできないため,<10>方向に成長する樹枝状パ ターンとなって
いる｡同じ条件で 7 -105の結果が図3(b)で,側枝がほとんど出ないウィスカー的パ ターンと
















































正方格子上のシミュレーションの最後に図7の結果を示しておく｡ 7n -50, γ-0.01, I
-100で得られたパターンが図7(a)である｡ 安定な放物形先端をもち,後方が不安定化して側
枝を作る樹枝状結晶成長に良く似たパターンを示している｡図7(b)は77L-5, γ-0.065, T





表面拡散粒子 dとなる｡界面層 (白丸 )はその最近按格子の少くとも1つが結晶格子 (黒丸 )
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